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雑誌『茶わん』に見る骨董趣味の展開

團 康 晃

１．本論の目的，問題の所在

本論の目的は1931年から1950年にかけて刊行された雑誌『茶わん』の概要を把握するこ

とを通し，日本における骨董趣味の展開を確認することである。「骨董」とは「古美術品

や希少価値のある古道具」（大辞林第三版より）であり，「骨董趣味」は「古美術」「古道

具」を好む趣味ということになる。骨董趣味の対象は多岐にわたる。本研究の主たる資料

となる雑誌タイトルの「茶わん」をはじめとした飲食に用いる器は，骨董趣味の主たる対

象の一つだといえる。

「骨董趣味」と飲食の器は興味深い関係を持っている。器をはじめとした生活の道具は

その時代時代に生み出され用いられてきた。現代においても日々新しい生活道具が生まれ，

用いられている。一方，骨董趣味は過去に生み出され，用いられていた器を再度発見し蒐

集し観賞したり，さらにそれを茶道や懐石料理のように「見立て」て使うことがある。

過去に生み出されてきた道具の歴史については，民俗学，民具研究の蓄積がある。神崎

は「飯ワンにかぎっていうならば，なぜ私ども日本人は，かくも磁器にこだわり他の新素

材になじもうとしないのか。そこでは，いうまでもなく，「何を食べるのか」が問題でな

く，「どう食べるのか」が問題となる」と述べ（神崎2017：7），日本における食器の利用

の歴史を明らかにしている。

一方，本論が取り扱う，昭和初期から戦後にかけての骨董趣味の雑誌では，器は飲食の

ための道具であるだけでなく，美的な鑑賞の対象であり，蒐集の対象であり，研究の対象

であり，その人の趣味をあらわすモノであり，歴史とナショナリズムと結びついた価値を

伴うモノでもあり，その器の生まれとは独立に茶道や飲酒に「見立て」て用いるモノとも

なりうる。

こうした過去に生み出された道具を「見立て」て用いることは茶道において顕著であり，

また民藝においてもその道具が生み出された際の用途とは独立にその美を評価しようとし

てきた点において「見立て」の運動だったといえる（柳宗悦は柳田國男との対話において，

民俗学について「民俗学とは過去の歴史を正確にする学問」であると述べている。それに

対し，民俗学を「経験学」と位置付けた上で，民藝を「規範学」だと位置づける。つまり，

「かく在るあるいはかく在ったということを論ずるのではなくて，かくあらねばならぬと

いう世界に触れてゆく使命がある」と述べている（柳田・柳ほか1965：91））。
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「骨董趣味」は先の「茶道」や「民藝」とも関わりながら，昭和初期から多くのフォロ

ワーを獲得していき，現代においても一定の参加者のいる趣味だといえる。ただ，「骨董

趣味」は「茶道」のような界の明確な趣味ではなく，民藝運動における柳宗悦のようなリー

ダーの明確な運動でもなかった。幾つかの近接領域と相互に影響を与え合い，一定のフォ

ロワーを伴いながら大衆化していったといえる。こうした曖昧で，中心の見えない趣味で

あったが故に，その研究は少ない。民藝や茶道の先行研究が多い（茶道については熊倉

1980や田中2007など，民藝については柳宗悦自身によるテクスト（柳2005）はじめ，民藝

の研究の蓄積も多い。たとえば土田2007など）のに対し，骨董趣味についての研究はかな

り限定的だと言える（たとえば矢島2006，松原2014）。

しかし，「骨董趣味」は先述の茶道や民藝運動や古陶磁研究，鑑賞陶器趣味などと相互

に影響しあってきた「道具」の美をめぐる趣味の一つであり，現代におけるものづくり，

例えば生活工芸（三谷編2014）や芸術（アート）にも影響を持ち続けている。この点にお

いて，骨董趣味の歴史を明らかにすることは，前述の幾つかの近接する趣味同士の関係，

相互作用の展開を明らかにし，現代につらなる道具の美の系譜を明らかにするという点に

おいて重要な作業だと言える。

そこで本論は雑誌『茶わん』に注目する。次節で詳しく論じるが，昭和初期から「骨董

趣味」は，特定の富裕層に限らず，多くのフォロワーを巻き込み，大衆化していく。その

際，フォロワーに情報を提供し，その趣味の世界と人々をつなぐメディアとなっていたの

が雑誌だった（雑誌メディアへの注目は，他の趣味領域を対象とした歴史研究においても

蓄積がある（神野ほか2019など））。

その雑誌の変遷を追いながら，「骨董趣味」の誌面における位置づけがどう変わってい

くのかをみていきたい。その変化は，「骨董趣味」フォロワーの変化を直接的にあらわす

ものではないが，雑誌というメディアが「骨董趣味」フォロワーであることが想定される

読者に対して，「骨董趣味」がどうあるべきか，どういうものかを示してきた，テクスト

実践の変遷を明らかにするものとなる。

次節以降， 2節では雑誌『茶わん』の特徴に加え当時の近接趣味の雑誌の刊行状況など

の背景を確認する。 3節では雑誌『茶わん』の寄稿者についてその回数を中心に確認する。

4節では，『茶わん』誌上に見られる，「骨董趣味」フォロワーが骨董趣味を熟知し，その

趣味の世界に参入するための様々な仕掛け，記事の特徴について確認する。そして 5節で

は創刊から休刊に至るまでの誌面の変化に注目した展開を整理する。

２．雑誌『茶わん』の特徴と当時の他の雑誌について

『茶わん』は1931年（昭和 6年） 3月より1950年（昭和25年）11月まで，通巻217号発

行された雑誌である。はじめは茜屋書房から発行され，後に宝雲社から発行されている。

全日本出版物総目録では「芸術」のカテゴリーに分類されており，217号で「以降休刊」と

されている（国立国会図書館収書部編1950：532）。またその関係性は今回明らかにするこ

とができなかったが，1950年 7 月に古美術出版会より『古美術』が刊行されている（こち
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らの『古美術』は1951年まで発行，通巻 6号以降は確認できない）。

刊行時期の中で，1942年（昭和17年） 4月，通巻135号において『茶わん』は『古美術』

という雑誌タイトルに変更，さらに1944年（昭和19年），通巻161号においてさらに『古美

術研究』に改題されている。そして1946年（昭和21年）通巻172号に『古美術』に改題，1949

年（昭和24年），通巻201号より『茶わん』というタイトルに戻っている。この改題の経緯

については５－２でくわしくみていく。

まずこの骨董をめぐる幾つかの領域について，矢島（2006）をもとに整理したい。

骨董趣味について，「骨董」という言葉が日本に持ち込まれたのは江戸時代，「寛政九

（一七九七）年から文政十二（一八二九）年にかけて編纂された『俚言集覧』という辞書

は，「骨董鋪」という項目を立てて，「此方の古道具屋の類」と解説しており，日本でも近

世後期には古道具を骨董と呼んでいた」（矢島2006：146）。ただ，その意味は「古道具」に

限られていたわけではないようだ。骨董という言葉が広く使われるようになるのは，20世

紀になってから，1906年（明治39年）に『書画骨董雑誌』という美術雑誌が創刊されてい

る。

明治期に目立つ動きの一つは，骨董趣味とは多少ずれるものの，古器物愛好の高まりだ。

1896年（明治29年）に集古会という古器物愛好者による在野の団体が組織されている。こ

れは人類学的な興味から出発した会であったが，「皿」のような骨董趣味的なテーマでの

報告もあれば，民俗学や博物学的なテーマでの報告もあったようだ。

一方で明治末から大正において「骨董」誕生に至る過程を，矢島（2006）は「わび茶の

革命」，「鑑賞陶器の紹介」，「民藝の発見」という 3つの文脈から整理している。

まず「わび茶の革命」だが明治20年代以降，茶の湯は近代産業の発展と共に成長した新

興の実業家たち，三井財閥を指揮した鈍翁益田孝などによって隆盛に向かっていく。それ

まで大名家にあった名物道具は大正期を中心に盛んに行われた売立（入札）を通して，新

たな近代数寄者のもとに移っていった（矢島2006：153 近代における茶道については熊

倉1980，依田2013等に詳しい）。

次に，明治末から大正にかけて，「鑑賞陶器」という概念が移入される。この背景には

明治末や大正における中国での古陶の発掘（たとえば宋代の都市鉅鹿の遺構から発掘され

た磁州窯系の陶器）や辛亥革命前後，旧家から逸品が放出され，良質な中国陶磁が市場に

大量に出回ったことがある。これらはすぐに欧米においてアートとして認められ売却され，

日本にも大量に持ち込まれた。日本の著名なコレクターとしては東京帝室博物館に数多く

の中国古陶磁を寄贈した実業家の横河民輔がいる。このような（ファイン）アートとして

陶磁器を評価する視座を持つ者たち，東京帝国大学工学部教授の大河内正敏や奥田誠一ら

を中心に1914年（大正 3年）に「陶磁器研究会」，1924年（大正13年）に東洋陶磁研究所

を主宰し，1927年（昭和 2年）より研究誌『陶磁』も発行を開始，1943年（昭和18年）ま

で刊行されている。

もうひとつの大きな流れが「民藝」の発見という文脈だ。「民藝」の発見の中心人物で

ある柳宗悦は1914年（大正 3年）に後に朝鮮陶磁史の研究者となる浅川伯教から贈られた
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染付壺に魅せられ，朝鮮の工芸品の蒐集に取り組み，1924年（大正13年）に「朝鮮民族美

術美術館」を開設している。そして柳が「民藝」という言葉を作ったのは1925年（大正14

年）。翌1926年（大正15年）に民藝品の美しさを公に展示するための「日本民藝美術館設

立趣旨」を発表。1931年（昭和 6年）に，雑誌『工藝』を創刊している。この雑誌は，

「暮らしの美」を啓発する民藝運動の機関誌として重要な役割をはたし，1951年（昭和26

年）まで刊行されている。そして1934年（昭和 9年）には民藝運動の活動母体となる日本

民藝協会が発足している（日本民藝協会 HP https ://www.nihon-mingeikyoukai.jp/about/

souetsu/ 20230408最終閲覧）。

加えて，矢島（2006）が指摘する重要な出来事として，1927年（昭和 2年）に帝展に工

芸部門が設置されたことと，1930年（昭和 5年）に陶芸家の荒川豊蔵が志野古窯跡を発見

し，美濃・瀬戸地方で窯跡の発掘が続き，桃山時代の陶器への関心が高まっていったこと

がある。

本論で扱う『茶わん』もまたこうした古窯発掘ブームがきっかけになっていることは注

目に値するだろう。1931年（昭和 6年）の『茶わん』創刊号に編集をつとめた蕪子（※筆

者注：小野賢一郎のこと）による「展覧会前後」と題されたエッセイがある。そこにはま

さにこの窯跡発掘ブームをきっかけとしてこの雑誌が生まれた経緯が書かれている（小野

1931ⅰ）。当時，1930年（昭和 5年）の古陶発掘ブームの中，様々な博物館や美術館で，

古窯の発掘品の展観が開催されていた。大阪毎日新聞社の社長を務めていた実業家本山彦

一（本文内では「松陰翁」と表記）もまた九州肥前で古窯の発掘を行っており，陶磁器研

究者の奥田誠一や中尾萬三，古美術店の壺中居の西山南天子の勧めもあり，東洋陶磁研究

所での発掘品の展覧会が開催された。この展覧会には「秩父宮，同妃両殿下，朝香宮殿下，

李王殿下のご来場」があったという。この展覧会の中で，「東洋陶磁研究所の雑誌『陶磁』

は研究的の（原文ママ）もので，あの存在は結構だがあれ以外に趣味的なもつと軽い気持で

讀める雑誌が一つ位あつてよいだらう」という話があり，『茶わん』は創刊されるに至っ

た（小野1931ⅰ：45）。

加えて『茶わん』誌上で言及されていた創刊当時の趣味界，特に当時の近接する趣味に

おける雑誌の出版状況について触れておきたい。陶芸家の加藤唐九郎氏による回顧記事だ

（加藤1949ⅰ）。

陶磁は奥田誠一氏が主宰して，古陶磁鑑賞の學究的の立場をとり，温健着實な存在で

あつた。工藝は柳宗悦氏の民藝運動雑誌であつて，専らアマチュアを相手とし「新人

出でよ」と呼びかけた。それは恰かも民藝宗とでもいふべき宗教化されたものゝ布教

のようであつた。星ケ岡は星岡茶寮の宣傳機関誌で，當時同茶寮の料理長と自稱する

北大路魯山人氏を主動力とするもので，魯山人一流の論法をもつて陶磁趣味界の先輩

を八ツ當り的に當りちらした。（加藤1949ⅰ：24）

「陶磁」，「工藝」，「星ヶ岡」（正確には「星岡」）はそれぞれ雑誌のタイトルだ。こうし
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た記述から当時の陶磁趣味界隈は，学究的立場，民芸運動の立場など様々な立場があり，

そしてそれぞれに雑誌メディアを中心にその議論が交わされていたことがわかる。なお雑

誌『星岡』は1923年の関東大震災後，北大路魯山人が顧問となった料亭，「星ヶ岡茶寮」の

機関紙で，1930年（昭和 5年）から1941年（昭和16年）にかけて刊行されていた。

『茶わん』という雑誌はこうした状況の中で，陶磁趣味に関する多様な立場の書き手が

交わり，「最も平易で大衆性のあるもの」（加藤1949ⅱ：45）として進むことになった。

３．『茶わん』の執筆者とその参加頻度について

次に，『茶わん』は具体的にどのような人々によって，どのような情報が発信されてい

たのか，見ていきたい。以下で示すデータは『茶わん』創刊号より，休刊となった217号

までのすべての記事を網羅する目録を作成し，そのうえで執筆者および記事，特集などの

情報を整理した。

創刊号から休載になった217号までの目次に記載された記事，執筆者の明記された記事

から，編集後記や「茶話」や「質疑応答」といった投書欄まですべてを数え上げると記事

総数は4898件だった。そのうち，編集部によるものや投書欄が1228件，個人名の明示され

た記事が3670件だ。個人名での記事執筆者の中で最も多くの記事を寄稿しているのは，小

野賢一郎である。この雑誌の実質的な主宰であり，創刊号の編集を行っていた小野は創刊

号から亡くなる1943年（昭和18年）の通巻146号まで，136本の記事を小野賢一郎名義や小

野蕪子（あるいは蕪子，蕪子生）名義で寄稿している。通巻146号で急逝が告げられた後，

同年の通巻148号には徳富蘇峰をはじめ多様な書き手による追悼記事が掲載されている。

ついで音楽家で後に雑誌『陶説』の編集責任者を行うことになる久志卓眞が多く，69本

の記事を書いている。「日本陶磁と其源流」（通巻118号，121号，122号に分けて掲載）の

ような陶磁史に関する記事や「蒐集の心構へ」（通巻158号所収）といった一般読者への啓

もう的な記事迄広く執筆している。久志の初寄稿は1939年（昭和14年）の通巻107号から

であり，『茶わん』刊行期間の後半に数多くの記事を寄稿したということになる。

そして陶磁研究者の山田萬吉郎の寄稿が次に多く，66本だ。「務安地方の日支関係に就

て」（通巻40�2 号連載）や「朝鮮陶磁器」（通巻63�5 号連載）など，主に朝鮮半島での調

査に基づく陶磁研究が紹介されている。1934年（昭和 9年）の通巻38号から戦後1947年

（昭和22年）の通巻182号まで定期的に寄稿している。

続いて陶磁研究，窯業研究の業績を後に残す鹽田力蔵が47本の記事を寄稿している。

「日本古陶の変遷」（通巻144�9 号連載）など，通巻 3号から戦後の通巻176号まで定期的

に寄稿していることがわかる。

以下，山本辰一（美術史家？，43本），尾崎洵盛（陶磁研究家，外交官，男爵，41本），

井上吉次郎（ジャーナリスト，39本），前田幾千代（陶磁研究家，36本），脇本楽之軒（美

術史家，33本），料治熊太（古美術評論家，料治朝鳴名義も合わせて30本），桑原羊次郎

（美術工芸研究家，27本），北川桃雄（美術史家，26本），秦秀雄（古美術評論家，17本），

小山冨士夫（陶磁研究家，19本）など，陶磁器の研究および美術史，古美術評論などを中
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心とした執筆陣による記事が多い。

４．骨董趣味者への情報提供の仕掛け

このように寄稿数の多い執筆者に注目すると，古陶磁の専門雑誌のように感じられるが，

『茶わん』は陶磁「趣味」，骨董「趣味」を非専門家，大衆にも伝え，その趣味を広げるた

めの雑誌でもあった。読者に開かれた誌面デザインは創刊号の編集後記においてもその方

針が記されており（「次號から，研究的のもの以外に，大衆的にも汎く原稿を集めたいと，

みんな申して居ます。」小野1931ⅱ：84），実際に読者の声が誌面に反映されていたといえ

る。

たとえば，読者の様々な質問を投書で募集し編集部が回答する「質疑応答」欄は1931年

（昭和 6年）の通巻 2号から1937年（昭和12年）の通巻79号まで56回掲載されている。通

巻第 2号の「質疑応答」欄の冒頭は，以下のような文言で始まっている。

讀者諸氏の中に疑問に思つて居らるゝ品物，或はもつとたしかめたい事柄等をもつて

居らるゝ方は澤山あると思ひます。陶器に關する大體の事は御返答いたしたいと思ひ

ます。無論廣い陶磁界の事ですから解らぬ事もあらうと思はれますが相成可くは調査

しても御返事致すつもりです。質疑は直接發行所へ宛てゝください。只價格とか賣買

に關する件は一切御断りいたします。誌上は匿名で差支へありませんが發行所には読

者であることをお知らせください。（編集部1931ⅰ：53）

1927年（昭和 2年）に『陶磁』，1931年（昭和 6年）に雑誌『工藝』が生まれている。

研究雑誌的な色合いが強い『陶磁』や民藝運動の雑誌である『工藝』とも異なる「骨董趣

味」のフォロワー，「大衆」に対する知識面でのサポートとして，この「質疑応答」を捉

えることができるだろう。ただ骨董趣味においてはそのモノの購入，販売と真贋の問題と

かかわっている。その点については答えられないことが先に述べられている。これに続く

最初の質疑は次のようなものだ。

〔問〕古雲鶴とはどんなものですか。（東京，松谷生）

〔答〕古雲鶴といふのは茶人の間に呼ばれて居るのであつて古い雲鶴といふのではあ

りません。現時高麗時代の墳墓中より發掘さるゝ雲鶴ものとはずつと時代が新しくな

るのです。茶人に云わせると古雲鶴の方が時代が古いといひますけれどもそれは違ひ

ます。發掘さるゝ高麗焼は宋の陶業の直接影響をうけたものであつて技巧からいつて

も事實發掘さるゝ場所の開城の歴史から云つても絶對に高麗朝（宋時代）のものに間

違ひはないのです。（後略）（編集部1931ⅰ：53）

このように，編集部は読者の骨董や陶磁器についての質問に答えることで，読者を教育し，

その趣味の熟達をささえていく。また「質疑応答」のような明確な質問ではなく，読者の
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感想や骨董趣味に関するイベントや，イベントの感想などの情報共有，またそれに対する

編集部の応答などが掲載される「茶話室」欄もある。1931年（昭和 6年）の通巻第 3号か

ら1944年（昭和19年）の通巻159号まで，時に一巻の中に「第一茶話室」から「第三茶話

室」までページを割かれることもありながら，「茶話室」というコーナー自体は合計で180

回掲載されている。

骨董や陶磁についての情報提供，イベントやエピソードの共有に加えて，通巻 6号から

10号にかけては陶磁研究者や骨董蒐集家などの趣味の先達たちを紹介した「趣味家四十七

人」というコーナーが登場，おそらく赤穂事件の四十七士にかけての人数だろう。通巻10

号で，紹介された「趣味家」は四十七人を超え，タイトルは「趣味家一百人」となってい

る。

さらにそうした趣味人たちの道具使いを紹介した「諸家嗜好」という欄もある。「諸家

嗜好」は刊行 1年目はほぼ毎号掲載され，通巻で23回掲載されている。「諸家」は陶芸家

から蒐集家，文人，茶人，画家，研究者まで多様だ。形式としては事前に編集部が諸家に

質問をし，その返答，だいたい各号20名前後をまとめて読者に公開している。

例えば，通巻 2号の当該記事の冒頭には，次のような問いかけが編集部よりなされてい

る。「一，お食事の茶わんはどういふものを 二，花をお生けになる器物は？ 右のやう

な事柄御感想をお問合せしたところお忙しいなかを多くの方々から御回答を得ました。あ

つく御禮申します。以下御回答到着順に掲載いたします」（編集部1931ⅱ：30）。

その回答として，たとえば装丁家，美術評論家の「麻布 青山二郎」の回答は「一，支

那染付下手物。二，支那，朝鮮，濱田焼」。また陶芸家の「益子 濱田庄司」の回答は

「一，瀬戸麥藁手茶碗，先年京都平岡萬珠堂にて二十二銭づゝにて求む，東山の印あり，

この程度のものさへあとが得難く，段々に毀れて今は二個残る，数の不足分だけは支那赤

繪茶碗（赤繪に白く蘭の絵を抜く）琉球マカヰ及自作を混用す。一，李朝飴黒面取壺，そ

の他，及び自作」とある（編集部1931ⅱ：32）。

こうした諸家の趣味は，当時の古陶磁趣味，民藝運動，骨董趣味の先達，リーダーたち

のふだんの道具使いであったり，道具の好みを読者に知らしめるものであり，フォロワー

である読者にとっては自らの趣味のあり方から生活における道具の使い方，選び方まで参

考となるものだったと考えられる。以上，『茶わん』誌上でなされていったいくつかのコー

ナーを紹介した。当時の流行の中で，読者が生まれていく時雑誌のこうした情報提供に

よって各地の読者はその趣味についての知識を得，その趣味実践を展開していたと考えら

れる。

５．『茶わん』の展開について

ここでは『茶わん』誌の19年間を概観することを通して，雑誌メディアを通した骨董趣

味の大衆化過程の一側面をとらえたい。とはいえ，19年間に起こったことをすべて網羅的

に取り上げることは難しい。そこでここでは『茶わん』創刊からしばらくの間編集をつと

めていた秦秀雄の仕事のあり方と，加えて日中戦争以降の趣味雑誌の位置づけの変化が誌
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面にどのような影響をもたらしていたのか，という二点に注目し，整理したい。

５－１．秦秀雄の仕事

なぜ編集者，秦秀雄に注目するのか。それは秦が民藝運動と骨董趣味との緊張関係の下

にあったと考えられるからだ。秦は『茶わん』編集を降りた後に星ヶ岡茶寮の機関紙であ

る『星岡』の編集に携わり，戦後においては多くの骨董雑誌の創刊に関わっている。秦の

軌跡は日本における民藝や工藝，骨董の相互作用を把握する上で重要な導きになると考え

る。ただ，その詳細な内実については本論で展開する紙幅はない。あくまで『茶わん』誌

上の内容から確認できる内容に限定して整理したい。

『茶わん』通巻第 1号は小野賢一郎による編集であったが，第二号からは秦秀雄が編集

をつとめている。秦の編集時期には，例えば民藝運動の中心人物の一人であった濱田庄司

の益子の窯への見学記事が書かれている。

通巻４号の誌面に「益子陶業地見学案内」という告知が載せられたが，次号には応募者

が多すぎたために一般参加は打ち切った旨が報告されている（編集部1931ⅲ：72）。当時

の読者の民芸への関心の高さがわかる。

見学当日は，編集者の秦秀雄，創刊号の編集をつとめた小野賢一郎，実業家の倉橋藤治

郎，他参加者複数で向かったようだ（秦1931ⅵ：45）。益子では当時新人陶芸家であった

佐久間藤太郎宅に向かい，そこにイギリスから帰国し益子に窯をかまえた濱田庄司と合流

している。

こうした企画・記事から『茶わん』はその初期において，民藝運動の中心人物たちと交

流があったことがわかる。実際柳宗悦は通巻 1号に「漫談一束」を寄稿，河井寛次郎は通

巻 1号「北九州の土焼」，通巻 4号「肥前の出土陶を見る」，濱田庄司は通巻 3号「リーチ

の楽焼」，通巻 4号「茶碗について」を寄稿している。また濱田は先の益子の窯への訪問

企画のほか，通巻13号から16号で連続掲載されている座談記事に参加している。しかしな

がら，『茶わん』は民藝の雑誌ではなく，骨董趣味の雑誌であり，民藝の主要メンバーに

よる記事は長くは続いていない。

その後通巻11号以降には秦秀雄自身の筆名で民藝や工藝関係者に対する批評的テクスト

が掲載されている。通巻11号は「柳宗悦論（工藝界人物春秋〈1〉）」，通巻12号「倉橋藤治

郎論（工藝界人物春秋〈2〉）」，通巻13号「青山兄弟論（工藝界人物春秋〈3〉）」だ。

1889年生まれの柳と1898年生まれの秦との間には10年ちかくの年齢差があり，いわば秦

は柳らのフォロワーだ。通巻11号の「柳宗悦論」で秦は柳を「工藝界のよきリーダー」と

しながらも，「然し氏の今日の工藝運動には最初に言つた様にボロが出る。僕は柳さんに

多くの信頼を持つと同時に，柳さんには理の通らぬ理窟が多い事を遺憾とする」（秦1932

ⅰ：56�57）と述べ，柳の民藝理論の理屈の通らぬところを列挙し批判している。秦のテ

クストは柳らの民藝運動への共感と批判が混在したものだ（とはいえ，秦は柳の晩年，日

本民藝館に所蔵されている「日本古陶磁の中ではかなり重要な作物」（月森2017：118）を

納めている）。
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また通巻12号と13号では倉橋藤治郎と青山兄弟つまり青山民吉と青山二郎を扱っている。

倉橋氏は実業家で1887年生まれ。柳宗悦氏より二歳年上だ。民藝運動への支援を行い，

『茶わん』誌へも時折寄稿，あるいは誌上のイベントへの参加形跡もあり骨董趣味界への

支援も多く行った人物のようだ（倉橋と民芸の関係性については濱田2010）。秦の批評で

は「陶器の團體としては一番に大きな彩壺會の幹事であるかと思へば，若いインテリの間

にしじう啓蒙的な工藝運動をつゞけてゐる柳氏の仕事にも理解をもつて援助を惜しまず，

京楽が小道具賣立をやればその紹介文をかいて骨董熱をあふる。某氏が数萬金を投じて骨

董屋を初めようとすれば，彼は靑山二郎とくんでその世話もやる」と，重要人物である倉

橋氏の紹介をしている（秦1932ⅱ：37）。

つづく「青山兄弟論」では美術評論家の青山民吉とその弟の青山二郎が紹介されている。

青山民吉は1896年生まれ，通巻 3号で「工藝問題志異」と題された民藝批判とも読める批

評を寄稿している。青山二郎は1901年生まれで，若くして目利きとして著名，柳宗悦らの

民藝運動にも初期のうちには参加していたが後に離れている（田野2020）。「青山兄弟論」

では，民吉と二郎による民藝批判の例が紹介されながら，それだけではなく，青山による

秦への批判も紹介されている。

「彼（※筆者注：青山二郎のこと）は僕を少しもほめて呉れない所か，雑誌「工藝」で

はにくへしげに僕の悪口まで言つている男である。かと思ふと雑誌「工藝」正月號には，

工藝とは全然別物の「骨董とは」と，骨董の奥の手なんか記述してゐる。これで柳さんか

ら除名されなかつたら，雑誌「工藝」も趣味の雑誌となつたわけで「茶わん」並に仲間が

増えて趣味界は，こゝにも靑山二郎さん故に賑やかになつた事になる」（秦1932ⅲ：54）と，

秦は皮肉を述べている。

秦は柳宗悦の世代的フォロワーであり，同世代の青山兄弟の工藝・民藝批判に首肯しな

がらも，同時に「工藝」誌上で青山二郎に批判されている。「工藝」を批判しながら「工

藝」誌上で「骨董」について論じる青山に対し，「柳から除名されなかったら，雑誌「工

藝」も趣味の雑誌となったわけだ」と秦（1932ⅲ：54）が書くとき，秦は「骨董」は趣味

の問題であり，「工藝」とは結びつかないという論理を前提にしていること，そして柳や

工藝の思想はそうした立場を許容してはいけないという理解がある。こうした秦のテクス

トからは，「工藝」，「趣味」「骨董」といった諸概念の当時の緊張関係を見て取ることがで

きる。

秦編集による『茶わん』は長くは続かなかった。通巻15号で小野賢一郎の「秦氏にはな

むく」という記事の中で，「然るに君は浅草から虎の門に進出され，今度は思ひ切って古

美術品を扱ふべく進出された」とある（小野1932：62）。秦秀雄の残した日記（秦2017：

167�8）によると秦が34歳の頃，1931年（昭和 6年）に「茶わん編輯ヲ辞シ星岡茶寮ニ嘱

託トシテ入リ 芝中学ヨリ125円 星岡ヨリ50円 外ニ教育評論ヲ書イテ稿料ノ収入アリ」

とある。その後に鎌倉の星岡窯魯山人宅の離れに転居している。小野のいう「虎ノ門」が

日記の記述のどこかと関連するかはわからないが（「芝中学」は「虎ノ門」から比較的近

い），秦は編集を降り，後に『茶わん』編集者時期に知遇を得たと考えられる北大路魯山
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人に誘われ，星岡茶寮に嘱託として入り，雑誌『星岡』の編集に従事することになる

（『茶わん』への寄稿は20号まで見られる）。

５－２．戦争と『茶わん』

次に注目したいのは『茶わん』が日中戦争から終戦，そして朝鮮戦争開戦時期にかけて

刊行されてきたということだ。戦時下における趣味のあり方については様々な研究がある

が（例えば松井2017），骨董趣味もまた，戦時下においてその趣味として位置づけがかわっ

ていく。

『茶わん』は1931年（昭和 6年）に創刊し，その 6年後の1937年（昭和12年）に盧溝橋

事件がおき，日中戦争がはじまる。通巻80号，第 7巻第10号（1937年（昭和12年） 9月）

の巻頭言には，以下のような文章が掲載されている。

時局と趣味

戦時の人心は勢ひ興奮せざるを得ません，それは當然なことであります，然し一方

飜って考へまするに，我等大國民はかゝる場合，心の平衡を保ち，冷静沈着の態度を

以て，次ぎに来るべきあらゆる動向に備へることも亦刻下の急務であります。

往時豊太閤を初め，家康，利家，政宗等の諸公が屢々陣中に茶會を催し戦塵を外に

清寂の境地に浸りつゝ心に餘裕を求めたことは，次の泰平時代を創造した大きな礎因

となつたのであります。

今や支那事變に擧國一致，銃後の熱誠は熾烈を極めつゝあるの秋，心に平静と餘裕

とを求むる手段ありとせば，所謂高雅の趣味に如くものはありません，古来世にうた

はるゝ武人でも町人でも概ね忙中閑を偸んで心の餘裕を求め，しかして冷静な考察を

下し大局を過らなかつたのでありました。

日清，日露の戦役，若くは直後，多くの所謂戦時成金が輩出いたしましたが，其多

くは高雅の趣味を辯えず，心に餘裕もなく徒らに冷静を缺いて有頂天になった結果い

づれも没落したものであります。

斯様に考へますと，忙中に閑を求めると同様，非常時に高雅の趣味を養ふことは絶

對不可缺の要訣であると言はねばなりません，こゝに於て本誌の使命また大なるもの

がると信じ，趣味報國の先驅たらんことを期するものであります。（『茶わん』第 7巻

第10号，通巻80号 p 1）（※傍線と波線は筆者による。）

1937年 9 月ということは，盧溝橋事件の 2か月後だ。引用内傍線部に見られるように，

戦国時代の戦の熱気と陣中での茶会の静寂を，今進みつつある「銃後の熱誠」と「平静と

余裕」の対比に重ねさせ，茶会つまり趣味による心の余裕の重要性を強調していることが

わかる。古来の「武人」「町人」と「我ら大国民」を重ねながら，人々にとっての高雅の

趣味の重要性を記している。加えて波線部は日清，日露戦争後の戦時成金の趣味のなさが

結果的に没落をもたらしたことを記し，非常時であっても「高雅の趣味」を養うことの重
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要性を強調しているのだ。

しかしながら趣味が心の余裕，あるいは身を立てるための教養として扱われるばかりで

はない。1939年（昭和14年），第 9巻10号，通巻105号，貿易局長官寺尾進の「工藝品の輸

出振興施設に就て」と題された記事が巻頭に掲載されている。なお1939年（昭和14年） 9

月にナチスドイツとソ連によるポーランド侵攻から第二次世界大戦が勃発している。

本誌の如き美術工藝専門の雑誌に對し，吾々の様な専門外の者が執筆するのは筋違ひ

の事と不尠躊躇したのであるが，強つてと云ふ御希望もあるので本稿を草した次第で

ある。然し自分は其の道の専門家では無いので，美術工藝論に對しては一切觸るゝ事

なく，唯貿易局として如何なる趣旨を以て工藝品の輸出振興に努むるか，復如何なる

施設を實施しつつあるかを記載し，以て工藝関係者各位に對し何等かの御参考に供せ

んとする次第である。（寺尾1939：2）

このような前置きの上で貿易局長官は次のような輸出振興施設を列挙し紹介している。

項目だけを並べると，イ，輸出工藝振興委員会の設置，ロ，輸出工藝図案展覧会の開催，

ハ，工藝品輸出振興展覧会の開催，ニ，日本工藝品海外陳列開催費補助，ホ，海外工藝調

査員の派遣，ヘ，海外工藝品見本の蒐集，ト，外人「デザイナー」の招聘，チ，輸出工藝

品販売斡旋施設費補助などだ（寺尾1939：4�7）。
先の心の余裕や教養としての趣味の機能ではなく，明確な経済的文脈，輸出振興の手段

としての工藝，趣味の重要性が誌面においても強調されるようになっていく。さらに戦争

の存在は様々なかたちで誌面に現れるようになる。ひとつ象徴的なものは，戦地からの記

事だ。そもそも日中戦争以前より朝鮮半島や中国に滞在する書き手からの記事はあった。

例えば山田萬吉郎は戦前より現在の大韓民国全羅南道務安郡におり，そこでの発掘経験に

基づく寄稿を行っている（山田1934など）。一方で日中戦争以降，従軍している一読者か

らの投稿が編集部によって紹介される。

1940年（昭和15年），第10巻10号，通巻116号には「戦地より趣味通信 北支〇〇にて

太田部隊長」という文章が掲載された。まず戦地から届いた私信を小野賢一郎が紹介する。

「突然，次の通信が来た。私信ではあるが差支ない部分だけ掲載する。第一線で斯様な餘

裕を我等に見せてくれる襟懐はうれしい」（太田ⅰ1940：89）。続いて太田部隊長の手紙が

紹介されている。

手紙の中では戦地での社交の様子や「死」に対する自分の思いなどがつづられ，骨董に

関するエピソードも添えられている。

現在中支奥地で日本人相手の古玩店が多數開張してゐます。どれを見ても九江の問屋

に山積してゐた類のものばかり，凡て慾に發した買手の誤り。軍でも土産物を買ふこ

とは充分注意されてゐます。否むしろ，買ふべからずであります。日支親善はそんな

ものでなくよく中國人を理解して誤らないこと物でなく心の問題と考へてゐます（太
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田1940ⅰ：91）。

太田部隊長は中国の奥地で日本人相手の「古玩店」，つまり骨董屋，土産物屋の問題を

紹介している。このような戦地の風習，生活道具，骨董店の様子についての記事は，この

後も太田部隊長によるもの（太田1940ⅱ）や，異なる書き手（鳥海部隊長1941，中国で従

軍しながら窯跡調査を行っていた小山1941など）によって，しばしば寄稿されている。骨

董趣味の対象は，日本の古陶磁や古道具だけでなく，中国や朝鮮半島のそれも人気の蒐集

対象だった（矢島2006等参照）。従軍をはじめ様々な事情で人びとはアジア各地に行った。

その中には，その地の古陶磁，古道具に触れてはそれについての記事を投稿する者がいた。

戦地での趣味実践が時折誌面で紹介されるが，そこはやはり戦地だ。1942年（昭和17年），

第12巻12号，通巻143号，太田部隊長の死が誌面で伝えられる（小野1942）。太田部隊長は

その死までに計 8回，『茶わん』誌に寄稿していた。

戦争と趣味の問題は，先に見てきたような戦地の精神論や，前線に立つ従軍者たちだけ

の問題ではなくなっていく。日本にいる趣味人たちもまた戦災に巻き込まれるリアリティ

が高まっていった。1941年（昭和16年），通巻130号には，井上昇三による「非常時に於け

る古美術の保存に就て」や，著名な趣味人への編集部からの質問，回答を紹介する「空爆

の対策 諸家ハガキ回答」が掲載されている。

獨ソ戦開始と共に國際情勢は更に切迫し何時，何れの地に戦火を見んとは限らぬ危機

に遭遇するに至りました。此時に於いて吾々は出来得る限りの方法を講じて祖先の残

された寶物の存續に努力せねばなりません。此際吾々は皆様の震災，風水害の時に處

して寶物存續を全うして来られた御體驗の事實を御披瀝願ひ，寶物の危機迫る現在に

直面して，幾分なりとも讀者諸賢に報ゆる處有り度いと存じますので，是非御經驗の

程お漏らし願ひ度う存じます。

尚空爆と云ふ新しき事實の生れ出て来た今日としては，經驗以上に一歩出た新しき

工夫も必要と存じますから，其點に就いてもよろしく御記述の程御願ひ致します。

（※傍線部筆者強調）（編集部1941：17）

上の引用は編集部から諸家，趣味人たちに送られた質問だろう。関東大震災がおきた

1923年（大正12年）からこの記事が書かれた1941年（昭和16年）まで18年が経っている。

傍線部にあるように読者の中には震災を経験し，その中で宝物を守ったり失ったりしたも

のもいるという前提で，その時の知恵を誌面を通して共有しようとしていることがわかる。

さらにこれまで経験したことのない「空爆」に対する「一歩出た新しき工夫」も求めてい

る。引用冒頭で「独ソ戦」への言及があるが，そこでは大規模な空爆がなされており，そ

のことも踏まえられてのこととも考えられる。なお，日本が空爆の被害を経験するのは翌

年のことだ。この質問に対する様々な回答が紹介されている。例えば外交官で陶磁器研究

家の尾崎洵盛は次のように答えている。
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東京 尾崎洵盛

拝復陳者貴問の震災風水害等に對する寶物の保護に關しては小生全然經驗無之候，然

し愚案によれば例へば鎌倉附近の如き比較的軟かき岩山に横穴を掘りて之に収蔵する

のが最も可と存候建築物以外は此方法で空爆の危害を避けられると考ふ，但し濕氣虫

害に付きては相當の考慮を要すること勿論なり，此邊の山は岩層南に高く北に低し故

に山の南側に穴を掘れば水少なかるべく北側なれば水多かるべく思考す，右御返事迄。

（編集部1941：17）

鎌倉の岩山に穴をあけるという具体的な空襲対策，さらに湿気や虫害など別のリスクも

列挙していることがわかる。しかしこうした具体策ばかりが紹介されているわけではない。

戦後に多くの骨董に関する著作を残した料治朝鳴（熊太）は関東大震災でのエピソードを

紹介しつつ，空爆については「実感としてどうも見当がつきませんが，『料治朝鳴，蒐集

品に埋れて死す』ということになれば，それはそれでもいいと思います」と答えている

（編集部1941：18）。

この時のハガキの回答の中には先の尾崎のような具体的な対策や，対策がこれといって

思いつかないという回答，また料治のようなしょうがない（その時は蒐集品と共に死ぬほ

かない）という回答と，バラバラだった。しかしながら，その回答からも空襲のリアリティ

がそれらしくなってきていることがわかる。

この記事の掲載が1941年 6 月のことだが，この頃，日本は中国との戦争を 4年近く続け

ていた。ヨーロッパでは独ソ戦がはじまり，さらに日本は同年12月にマレー作戦と真珠湾

攻撃を実施し，世界大戦となっていく。こうした状況の中で，『茶わん』誌は『古美術』と

いう題号にかわった。

改題豫告

本誌も巻を重ねること十二，號を重ねること百三十三，其間，古陶磁を中心として

古美術の宣揚に努力して来たが，昨年末他社併合，本邦唯一の古美術綜合雑誌として

面目を改むるや，改題す可き必然は迫つたのであつた。然し本誌の内容は改められる

としても長き讀者の愛顧を思ひ，其由緒ある題名を改めることを躊躇したのであった。

十二月八日以後の皇軍の赫々たる戦果は世界史未曾有の奇蹟を演じ，二月十五日シ

ンガポール要塞降伏と共に，大英帝國東亜制壓の覇権を奪ひ，東亜共栄圏樹立の主導

者としての我日本の位置を確立するに至り，文化的方面に於ける使命も東亜共栄圏を

指導し得る高邁な雄偉なものでなければならなくなつた。

此時に當り本誌も亦東亜共栄圏の古美術を宣揚す可き使命を帯びて立つに至つたこ

とは申すまでもないのであつて，「茶わん」と云ふ題名を以つて東亜共栄圏の文化興

隆に臨むのは稍々當を缺くの嫌ひあり，第十二巻第百三十五號より題名を「古美術」

と改め，茶わん趣味等の 徊趣味や官能主義を排除し，祖國精神の發揚，絶大な武威

の高揚を裏附ける剛健雄偉なる古美術雑誌としての面目を發揮せんとするるものであ
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る。

（『茶わん』第十二巻第三号 通巻第百三十四号 巻頭言）（※傍線は筆者による。）

通巻135号から雑誌名が『古美術』へと変更することの予告が前号で説明されている。

この時期他社の雑誌との併合もあり，古美術系雑誌としては『茶わん』は唯一のものと

なっていた。長らく1931年（昭和 6年）より『茶わん』として刊行されてきたが，11年目

にして『古美術』へと変更になる。その理由として引用にあるよう1941年（昭和17年）12

月の第二次世界大戦におけるマレー作戦，シンガポールの戦いが参照され（続くタイミン

グで真珠湾攻撃がなされている），そこでの日本軍の勝利を踏まえ，「文化的方面に於ける

使命も東亜共栄圏を指導し得る高邁な雄偉なものでなければならなくなった」ことが述べ

られる。

先の盧溝橋事件に際した巻頭言では，戦地を前にした心の余裕，教養としての趣味，豊

臣秀吉以降の武士における茶道的精神が参照されていたのに対し，ここでは「大東亜共栄

圏の古美術」を宣揚，文化興隆することの必要性が強調されている。

1937年の日中戦争の勃発から1941年の第二次世界大戦へと戦況が拡大していく中で，特

にマレー半島，フィリピン，東インドを占領していく過程の中での「大東亜共栄圏」に対

する文化的指導の資源としての「古美術」が重要視されているのだ。

そこで「茶わん」趣味は「 徊趣味」つまりは心の余裕を維持し，思索することを重ん

じるような趣味や，「官能主義」，ある種の感覚を美の源泉として重視するような態度とし

て退けられる。そうではなく占領地を広げ，その拡大を正当化するための文化，「武威の

高揚」を支える「剛健雄偉」さを示す「古美術」を重視することが宣言されているのだ。

その後の誌面特集としては「甲冑武具特集」（通巻140号），「鎌倉時代特集」（通巻144号）

などある種「剛健」な文化が特集されているが，後には「日本の染付」（通巻150号），「白

磁図集」（通巻151号），「古筆特集」（通巻152号），さらに「特集東大寺」（通巻153号），

「特集無釉・自然釉」などが特集されている。また『古美術』に変更となってからは，定

期的に特集連載として「日本美術の精神」（通巻156号），「日本美の精神」（通巻157�8 号），

という記事が掲載されている。

さらに，1944年（昭和19年）（通巻160号）に掲載された社告ではさらなる雑誌タイトル

の変更が予告される。それは『古美術研究』である。背景としては雑誌『南画鑑賞』とい

う近接領域雑誌との統合があったようだ。そして通巻162号に「改題に際して」という文

章が掲載されている。そこでは「決戦至烈の時局」において「古美術」の在り方も変わら

なければならないという。「我誌改題の意畢竟，此機此時，世の古美術に對する秘愛死蔵

の消極観を一擲して，研究活蔵の積極境に邁進すべきもの極めて吃緊事たるを提唱せんと

するにほかならぬ」（編集部1944：5）。つまり，古美術をある種，蒐集し個人で，プライ

ベートで密かに愛蔵するような消極的な態度ではなく，古美術を研究に活かしていくとい

うことか。つづく文では「古陶磁」を考える時，日本だけを見ていてはわからない。「盟

邦中華」「朝鮮」「安南」「タイ」といった「東亜古陶磁」を研究する必要があるというこ
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とが強調された（編集部1944：5）。

『古美術研究』に変更の後，誌面特集としては，「李朝染付と鉄砂」（通巻164号），「菅

公特集」（通巻165号），「漆芸特集」（通巻167号），「平安文化」（通巻168号），これらはい

ずれもアジアの歴史的側面が強調されている。そして，「古唐津」（通巻169号），「茶陶研

究」170号第十五巻 3号をもって『古美術研究』は休刊となる。

通巻170号の発行日は1945年（昭和20年）の 3月，終戦の 5か月前，編集部のある宝雲

社は戦災に巻き込まれ，刊行を続けることができなくなった。

目次には「お詫び」として「本誌原色版及び中絵は戦災により焼失しましてので，やむ

を得ずはぶき，代りにコロタイプ一葉添加しました。」とある。また，目次に記載されて

いる佐藤進三の原稿に就いても「焼失」とある。目次の下には「社告」が掲載され「戦災

に依り遺憾ながら，本誌もこの号限りにて，当分休刊の已むなきに至りました。輝く再出

発の日を，読者諸氏共に固く期待いたします。」と書かれている。

こうして『茶わん』から『古美術』『古美術研究』へと至る，戦争の中の骨董趣味雑誌

の展開は終わった。

５－３．戦後の『茶わん』の展開について

『古美術研究』が再刊するのは，終戦の 4ヵ月後，1945年（昭和20年）の12月 1 日だ。

通巻171号の特集は『新生日本文化の途』，特集記事は「苦き反省と共に」（洋画家の須田

國太郎），「苦杯の後」（編集部の加藤健吉），「新日本のもつよき窓」（茶道，華道の研究家，

西堀一三）「先ず第一歩を」（建築史家，福山敏男）だ。終戦の後の骨董趣味，古美術趣味

を模索する記事がならんでいることがわかる。

そして翌月通巻172号は1946年（昭和21年）1月発行，冊子全体が「織部焼」特集になっ

ており，陶芸家の加藤土師萌が一巻すべて執筆している。この号から雑誌の名前は『古美

術』に改題。編集後記には，次のように書かれている。

本號から，もとの『古美術』の題號に帰った。『古美術研究』といふ名は何となく

厳めしすぎて親しみ難い感じがしてゐたからだ。同時に内容も，出来るだけ明るい，

包擁力の多いものにして，いはば『美と教養のための文化雑誌』といふ風なものにし

てゆきたいと思つてゐる。しかし本誌のもつ古い傳統たる古陶研究，古陶趣味の面は，

あくまでもこれを守つてゆく。そのために，次號から本誌の舊號に因んで『茶わん』

欄を新設し，廣くこれを同好の方々に解放したい思ってゐる。いわばゆつたりした古

陶談義のクラブだ。どうか同好の方々は，御遠慮なく御投稿頂きたい。但し何分手狭

なので，取捨だけは同人に御一任願ひたい。（編集部1946：60）

戦時下，『古美術』や『古美術研究』という雑誌名を掲げていたころの巻頭言の中では，

骨董趣味，古美術は，たとえば心の余裕をもたらすものとして位置付けられ，その後武威

の高揚，さらに大東亜共栄圏のための研究資源として位置付けられてきていた。それがこ
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こで「美と教養」の趣味となる。そして，雑誌誌面，内容も「出来るだけ明るい，包容力」

の多いものにしていくと宣言される。そして引用にあるように，以降，各号では「茶わん」

欄というコラムコーナーがはじまり，時折投書の紹介もされるようになる。

さらに1949年（昭和24年），通巻201号（19巻 1 号）より雑誌名が『茶わん』に戻る。こ

の経緯については，200号の巻頭言に説明がなされている。

二百号を記念し改題『茶わん』の辞

民主々義の奔流は滔々として旧き態様を洗ひ去つて行きます。民主の標榜するところ

は，人間相互の親しみです。平易に，明快に，極めてオープンリーに，物象を解きほ

ぐさうとする運動です。わが誌も御承知の如く，毎號着々内容の更新に努め，民主的

時流の先謳たることを期してをるのですが，たゞ一つの問題は，『古美術』の題号で

す。古美術の名は，余りに高踏的ではないか。裃は脱去るべき時なのだ。此誌発祥当

時の好題號たる『茶わん』 時代の感覚豊かな，平明清雅なあの名を，何故埋れ木

とするのか との聲が愛讀者の間に，鬱然として擡頭して来たことです。御尤もの

御意見，全く同感の至りです。こゝに乃ち讀者諸君の熱心なる御希望を容れ，新春一

月號から，愈々舊名の『茶わん』と改題することに決定しました。

理由はしかく明瞭簡單です。角を見てその牛たるを知ると申す，禪機の閃めきと観ぜ

らるゝのも面白いでせう。記事内容の一新は勿論のことです。新時代の脚光を浴びて，

再出現する，皆さんの寵児『茶わん』の為に，大に祝福せられんことを切望いたしま

す。

戦中には骨董趣味， 廻趣味的側面を否定し，祖国精神や武威の高揚を期して雑誌タイ

トルを『古美術』と変更してきた。ここで「古美術」という語彙を「高踏的」として退け，

「時代の感覚豊かな」「平明清雅」な名として『茶わん』へと戻すことが宣言される。こう

して201号，昭和24年 1 月号より雑誌名が創刊当時の『茶わん』に戻ることになった。ちょ

うどこの号から陶芸家の加藤唐九郎による「茶わん回顧録」の連載が開始されている。

『茶わん』になってからはほぼ各号で「はかき問答」という質疑応答コーナーが復活し，

投書を通した一般読者の誌面への参加が目立つようになる。

その後の特徴的な出来事として，通巻215号，1950年（昭和25年）6�7 月合併号以降，

3号続けてなされた「酒器特集」がある。これまでの誌面として，どちらかといえば茶道

に用いられる「茶わん」が紹介されることの多かったなか， 3号を通して「酒器」が特集

された。

通巻215号，昭和25年 7 月 1 日発行の「酒器特集上」では，全編を通して酒器について

の特集記事が集められ，その中には「酒盃を語る」と題された座談会記事がある。座談会

には中島健蔵，亀井勝一郎，井伏鱒二，加藤唐九郎，青柳瑞穂，安田善一が参加している。

この号の編集後記を見てみると，加藤唐九郎が 4月27日に臨時株主総会で「満場一致推

薦」で社長に就任したことが報告されている。あいさつには「難航又難航の宝雲舎を態々
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背負うものは誰もなく，私の如き無知な猪ならではこの難局に当たるまいと考えられ」と

あり，どうやら発行所の宝雲舎に問題があったようだ。

通巻216号，1950年（昭和25年） 8月 1日発行の「酒器特集中」では加藤唐九郎による

「酒器概説」，これは20頁弱の長文記事だ。さらに座談会「酒壺杯」は，小山冨士夫，原田

淑人，久志卓眞，加藤唐九郎の 4名が参加している。しかしながら，通巻217号，1950年

（昭和25年）11月 1 日発行の「酒器特集下」をもって『茶わん』は休刊し，再刊はされて

いない。酒器特集実施の背景や突然の休刊の経緯については今回の調査の中では明らかに

できなかった。

６．結語

本論では雑誌『茶わん』の創刊から休刊までを事例に，昭和初期から1950年代までの

「骨董趣味」の展開についてみてきた。本論は特定のトピックについて精緻な分析を行う

というより，『茶わん』という雑誌資料を整理することを通して明らかになってきた，幾

つかのトピックを示すという「研究ノート」であり，今後，ここで示してきた幾つかのト

ピックをより精緻に分析していくことになる。

本論で見てきたポイントは，まず 2節でみてきた，昭和初期からの近接する趣味群での

雑誌刊行状況と相互作用の可能性を確認できたことだ。柳宗悦の民藝運動と雑誌『工藝』，

奥田誠一の古陶磁研究，鑑賞陶器趣味と雑誌『陶磁』，さらに北大路魯山人の雑誌『星岡』

など，書き手も雑誌相互に登場しながら，一つの領域が立ち上がっていた可能性があった

といえる。

3節や 4節では『茶わん』の書き手や誌面構成に注目してきた。『茶わん』は「質疑応

答」等の投書欄が多く，趣味のフォロワーにとっては教育，学習の機会ともなりうるメ

ディアであったことが確認できた。

そして 5節では雑誌の創刊から休刊までの展開を追ってきた。一つは創刊から 2年程の

間に活躍した編集者秦秀雄の存在に注目した。誌面での柳宗悦への批判や青山兄弟への論

難は，「骨董趣味」の雑誌の立場にある秦が「工藝」や「民藝」といった立場と如何なる

緊張関係にあったのかを示唆するものだったといえる。その後，日本が日中戦争，第二次

世界大戦へと進む中で，「骨董趣味」の位置づけ，その趣味の意義の位置づけも大きく変

わっていったことも確認できた。
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